
令和 5 年度 SOLA 沖縄ホテル観光専門学校  

学校関係者評価委員会 議事録 

 

日 時：令和 6 年 2 月 27 日（火）15:00～ 

場 所：1 号館 2 階会議室 

参加者： 

(企業委員）沖縄県美容業生活衛生同業組合  理事長   山内 優子 

                                       副理事長  宮里 凉子 

                                       理 事   大川 忠信 

（卒業生）沖縄ホテル観光専門学校 3 期卒業生 竹内 勇輔 

（学校委員）沖縄観光ホテル専門学校     副校長   遠山賢一 

                      教学部長  喜屋武龍介 

                      美容学科  玉城和子 

                      議事録   ヘイター令子（教学部） 

 

 

１．開会                          教学部部長：喜屋武（司会） 

 

２．学校長挨拶                     副校長：遠山 

 

本日、理事長、学校長が不在の為、代理でご挨拶をさせて頂きます。 

  お忙しい中、会議へのご参加誠にありがとうございます。 

  日頃から学科運営にご協力頂き誠にありがとうございます。 

  学校関係者評価委員の先生方からのご意見を頂きたいと思っております。 

宜しくお願い致します。 

 

３．委員紹介            教学部部長：喜屋武 

   

４．学校委員紹介                   教学部部長：喜屋武 

 

５．卒業生委員紹介         教学部部長：喜屋武 

     

 

 



 

6．議事 

  １）令和 5 年度 学事報告（ 喜屋武教学部部長） 

       2023 年学事報告、4 月の入学式で学生を迎え、その後アロマ検定や美容甲子園な

どの各種検定や大会に出場している。また、学生の技術向上を目的に毎月「美容感

謝祭」を職員向けに行って来た。後半では、11 月にヘアカラー講習会受講やキン

グスブースにてお客様を対象にヘアアレンジなどを行い技術や接客マナーの質の

向上に取り組んだ。2 月、3 月には国家試験実技試験、筆記試験を控え全員合格を

目指して取り組んでいる。 

 

  ２）令和 5 年度 教職員による自己点検・自己評価報告（教学部部長） 

    教職員を対象に、全職員アンケートを実施している。アンケートの結果を総合的に

評価し、結果をもとに学校の質の向上に努める。 

    今回のアンケートの結果に関しては、充実した結果が得られており、今後も質の高

い教育が出来る様に職員一同で取り組む事を目標にする。 

    また、年 2 回教育課程編成委員会を実施し、委員の先生方からの意見を取りいれ

ながら、教育活動の研鑽に力を入れている。 

    教育内容に関しては、退学防止に取り組み、担任の面談や学生相談室などで積極的

に対応し、また、各部門長で会議を行い、各学科に関しての情報交換を行いながら 

    学生対応を行っている。 

   （アンケート結果：別紙参照） 

 

  ・質疑応答 

  （山内）キングスブースでの課外活動後、学生の反応はどの様に変化したか？ 

  （学園）今まで、外部での接客を行う事が少なかった為、今回の課外活動はとても良い 

      機会となった。キングスブースでは、学生で役割を分担し、彼ら自身で考えて

行動する様子が見られた。学生の満足度も高く良い経験になった。  

 

  （竹内）美容師養成校に在籍しながら、ネイリストやメイクの方へ就職したい学生はど

のくらいるか？ 

何故、美容室に就職しないのか？理由があれば教えて頂きたい。 

   （学園）去年は美容室への就職は 10 名中 2 名と少なかった。今年度は美容室への就職

は 14 名中 4 名と増えている。 

      ネイルが好きな学生が増えてきている傾向にある。理由としては、ネイリスト

は華やかなイメージがあり、そこに進む学生が多い。 

 



     (竹内) ネイリスト専門のスクールもあるが、美容師養成校に入学するのは何故か？ 

      美容師になってからも技術を磨く為には大変でが、それを楽しめる育成課程

を作る事は出来ないか。 

  （学園）シャンプーなどの技術を楽しめる環境や、お客様へ癒しを提供する喜びを提供 

      出来る教育に力を入れる事が必要 

   （宮里）お客様に技術を提供する喜びを感じて頂きたいと同時に、仕事の環境が辛い 

      と感じない環境を提供する必要がある。 

       

 

7．お礼             副校長：遠山 

 

   教職員のアンケートから、まだまだ改善が必要な箇所が見えてきており、引き続き改

善を行う。学生を育てる立場の私たちが学生を大切にし、彼らの成長をサポートして

いく事に努めていく。 

本日はお忙し中、学校評価委員会にご参加頂き誠に有難うございました。 

 

 

8．閉会             教学部部長：喜屋武 

 


